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A Study of News Consumption of Young Generation:

An Analysis of News Acquisition Pattern on

Media Platforms and Content Preference

on News Exposure

Makie Suzuki
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1. 問 題

インタ�ネットの普及によって� メディア環境は大きく変容した� そう
した中で人�が日�おこなっているニュ�ス行動のありようも変わってき
ていると考えられる� 特にここ数年� 日本でも Twitterや Facebookと
いったソ�シャルメディアの利用が急速に広がり� オンライン上の口コミ
や共有行動等によってニュ�ス情報に接触する経路が多様化した� そうし
た中� 人�は実際にテレビや新聞といった既存メディアと� オンライン上
のさまざまな情報源をどのように利用してニュ�ス情報を取得しているの
であろうか� また� 対面状況でなされてきたニュ�スに関するパ�ソナ
ル�コミュニケ�ションは� 物理的制約から解放されたオンライン上でど
のように行われているのだろうか� 本研究では� 特にソ�シャルメディア
の利用が活発な若年層に注目し� 実際に彼らが普段どのようなニュ�ス消
費を行っているのかについて探索的に検討することを目的とする�
近年� 欧米ではニュ�ス接触行動が大きく変化していることが様�な形
で報告されている� たとえば米国 Pew Research Centerの 2010年 3月
の調査報告によると� ニュ�ス情報源として 7割以上がテレビを挙げて
いる �地方テレビ局 78�� CBSや CNNなどの全国ネットテレビ局
73�	 ものの� インタ�ネットを挙げた人は 61�に達し� ラジオ (54�),

地方紙 (50�),全国紙 (17�)を上回った� しかも� 普段インタ�ネットで
ニュ�スに接触している人のうち� 75�が電子メ�ルや SNSの書き込み
でニュ�スを知り� 52�は電子メ�ルや SNSでニュ�ス記事へのリンク
を張って他者と共有すると回答している�
また� Currah (2009)はインタ�ネット普及によるデジタル革命が
ニュ�ス産業に及ぼす影響という視点から� 英国におけるニュ�ス消費に
ついて論じている� たとえば� McKinseyによって示された 8つの
ニュ�ス消費者セグメントのうち� Sceptical Surfersと News Lovers,
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Headlinersはニュ�ス取得のためにインタ�ネットが最も重要な情報源
だと見なしているという� また� 年齢によって各セグメントの占める比率
が大きく異なることも示されている� 18歳から 24歳では 21�がニュ�
ス情報に接触しようとしない Rejectersであり� 19�がヘッドラインだ
けを閲覧するHeadlinersが占めている一方で� 世界で起きていることを
知る必要があると考えている Citizen Enthusiastsは 10�� ニュ�スに
深い関心をもつNews Loversは 9�のみであった� この構成比は他の年
齢と比べて大きく異なっている� Currah (2009)はこの若い年齢層に特有
のニュ�ス消費がまだ仕事に就いていないことなどによるという可能性を
指摘しながらも� 数年後に彼らが新聞やテレビへ日常的に接触するように
なる根拠はないとして� 若年層のニュ�ス行動を注視していく重要性を指
摘している�
日本でも� インタ�ネット利用が急速に進み� 人�のメディア利用の様
相が変化しつつあることを示す報告が多数なされている� NHK放送文化
研究所が 2010年 10月に行った調査によると� インタ�ネットの平日行
為者率が 2005年の 13�から 2010年の 20�と高い伸び率を示している
一方� テレビや新聞の行為者率は低下している �NHK放送文化研究所�
2011�� この傾向は若年層で顕著である� 平日の時間量に注目すると�
2005年に 29分であった男性 20代のインタ�ネット時間量は 2010年に
は 1時間 08分と激増しており� 同年のテレビ時間量 1時間 54分に迫る
勢いである� さらに� ソ�シャルメディアの普及も急速に進んでいる�
Neilsen/NetRatings NetView �ネットレイティングス社� によると�
mixiは 1,472万人� Twitterは 1,442万人の利用者をもち� 加えて
Facebookは前月比 104�の 1,127万人を記録している �2011年 9月
度�� どのソ�シャルメディアも 20代 30代で利用率が高く� 特にmixi

では 20代の 77.3�� 30代の 65.8�と� 他の年代を圧倒している�
本研究では� こうしたメディア環境の変化に鑑みて� 特に若年層に注目
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してそのニュ�ス消費を検討する� それは� ニュ�ス情報普及研究の観点
から非常に重要な意味をもつ� なぜならば� 普段ニュ�ス情報を取得する
情報源利用パタンや接触するニュ�ス分野の偏りは� ニュ�スの普及速度
や普及パタンに大きな影響を及ぼすと考えられるからである� 今日までの
急速なメディア環境の変化は� ニュ�ス情報普及研究において重要な以下
のような二つの研究課題を導く�

RQ1: 人�はどのような情報源接触パタンをもっているのか�

まず� 人�の情報源接触パタンに関する研究課題である� 従来� ニュ�
ス情報の普及は第一にテレビを中心としたマス�メディアによって担われ
てきた �たとえば Deutschmann & Danielson, 1960など�� この傾向
は� インタ�ネットが普及した近年においても引き続き報告されている
�たとえば川浦� 2009�� しかし� 前述したように若年層のテレビ離れが
進む中� 実際テレビはニュ�ス情報源としてどの程度利用されているのだ
ろうか� 普段からテレビ視聴をするという情報源接触パタンをもっていな
い人が多くなれば� ニュ�ス情報の普及パタンは今までと異なるものにな
るかもしれない� あるいは� いわゆるネットニュ�スが最初にニュ�スを
知る代替的な情報源となりうるのだろうか� テレビニュ�スに普段から多
く接触していた人は� ネットニュ�スにも多く接触しているという可能性
もあるだろう�
また� ニュ�ス�バリュ�が高いときにはパ�ソナル情報源が普及に重
要な役割を果たすことが繰り返し指摘されてきた �Greenberg, 1964,

Hill & Bonjean, 1964など�� そこで注目されるのが� ここ数年利用者が
急増している Twitterなどのソ�シャルメディアによるニュ�ス情報取
得である� オンライン上の口コミによるニュ�ス取得はもとより� Twit-

terやmixiを通じた新聞社�通信社やテレビ局が発信するニュ�ス�注1�へ
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の日常的な接触パタンの有無を検討する必要がある� これらは� ニュ�
ス�バリュ�の高いニュ�スが発生した場合� 直ちに配信され� 利用者が
ニュ�ス発生後に時間をおかずにニュ�ス情報を取得すると同時にその
ニュ�スを他者へ発信することが可能だからである�
さらに� テレビニュ�スと比べてインタ�ネットニュ�スは接触する場
所や時間の制約が非常に小さい� スマ�トフォンやタブレット端末の利用
によって� 今までニュ�ス情報の普及には不利な時間帯とされてきた昼間
や深夜に発生した出来事でも� 急速に広く普及する可能性がある� 本研究
では� ニュ�ス取得の時間帯や場所について詳細に検討する�
第二の研究課題は� インタ�ネットによるニュ�ス情報の取得が� 自分
たちの関心のない情報や意見を異にする情報を排除し� 偏った情報にのみ
接触する傾向を強めるという議論に関するものである� Prior (2007)は
ケ�ブルテレビやインタ�ネットの普及によって米国の平均的な政治的知
識量や政治的関心が二極化していることを実証的に検証した� 誰もがテレ
ビを視聴していた時代には偶発的ニュ�ス接触によって副産物的な政治的
学習が生じていた� これに対し� さまざまなコンテンツに選択的に接触す
ることが可能になった現在では� エンタ�テイメント志向の高い人�は偶
発的に政治ニュ�スに接触することはなくなり� 偏った情報にのみ接触す
る結果として政治的知識レベルが低下しているというのである� こうした
主張は� 情報の流通や政治知識量� ひいては民主主義をめぐる議論以外に
も� ニュ�ス情報普及研究にとって重要な意味をもっている� すなわち�
既存の知識量や関心はパ�ソナルなニュ�ス情報の送り行動や� 場合に
よってはマス�メディアの送り行動をも左右し� ニュ�ス情報普及に大き
な影響をおよぼすと考えられるのである� 以上より次の研究課題が導かれ
る�

RQ2: 人�は特定の分野に関するニュ�ス情報にのみ選択的に接触
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しているのか�

一人ひとりが具体的にどのような分野のニュ�ス情報に接触しているの
かを検討する必要がある� 政治ニュ�ス情報に接触しているのか� 経済や
社会� ITなど政治分野以外のニュ�スに関してはどうか� エンタ�テイ
メントやスポ�ツニュ�スなど娯楽性の高いニュ�スへの接触行動はどう
か� 特定の分野の情報にのみ選択的に接触する傾向があるのか否かについ
て検討する� もし� 娯楽性の高いニュ�スにのみ� あるいは特定の分野の
ニュ�スにのみ接触している人が一定以上存在するのであれば� それは政
治ニュ�ス情報をはじめとする �ハ�ドな� ニュ�スの普及を阻害する方
向に働くことになるだろう�

2. 方 法

一人ひとりの具体的なニュ�ス消費を把握するため� 日記形式で土日を
含む普段のニュ�ス取得について記録してもらった� しかし� 人によって
は記録量が膨大になる上� 記録が煩雑でデ�タの信頼性を保つことが難し
い� そこで� これを補うため� 日記形式の記録と合わせて面接調査を実施
し� デ�タを補った� また� 被調査者の人口統計学的変数� 普段のニュ�
ス消費� メディア利用等についてデ�タを取得するため� 質問紙調査もあ
わせて実施した�

ニュ�ス日記
被調査者および手続き� 東京都内の大学院に在籍する修士 1�2年生を
対象に� 大学院講義内で日記形式でのニュ�ス取得記録を依頼し� 24名
からデ�タを収集した� そのうち留学生と記録が不完全な計 4名を除い
た 20名の記録を分析対象とした�
調査期間� 2011年 4月 22日�26日 	土日を含む 5日間
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調査項目� ニュ�スを取得した場所� 媒体 �テレビ� 新聞� ラジオ� 雑
誌� インタ�ネット (PC),インタ�ネット �モバイル�� 対面 �家族�� 対
面 �友人�知人��� 番組名など�注2�� ニュ�ス内容

質問紙調査
被調査者および手続き� ニュ�ス日記調査の協力者を対象に� 質問紙調
査を実施した� 大学院の講義内で調査票を配布� 回収した�
調査期間� 2011年 4月 28日
調査項目� メディア利用時間� モバイル機器の利用状況� ソ�シャルメ
ディアのアカウント所持� 分野別ニュ�ス取得の情報源� 性別� 年齢� 居
住形態など

面接調査
被調査者および手続き� ニュ�ス日記調査の協力者を対象に� 個別面接
への協力を依頼� 半構造化面接を実施した�
調査期間� 2011年 4月 28日�7月 4日
調査項目� ニュ�ス日記調査実施期間のニュ�ス消費�注3�および普段の
ニュ�ス消費�

3. 結果と考察

1. 情報源接触パタンの検討
まず� 若年層に利用されているニュ�ス情報源は何であるかを検討する
ため� 調査期間中の 5日間に� テレビ� 新聞など媒体ごとに何回利用さ
れたかをカウントした� その際� 新聞 �一紙� を読む� テレビのニュ�ス
番組を視聴する� 一つのニュ�スサイトを閲覧するなど� 一回のまとまっ
たニュ�ス消費と考えられるものについては 	1
 とカウントした�注4��

その結果� 全ニュ�ス取得 220件のうち� 最も多く利用されていたのは
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インタ�ネット (PC)の 113件 (51.36�)で� テレビの 56件 (24.45�)の
ほぼ 2倍という結果となった� モバイル機器によるインタ�ネット利用
の 31件 (14.09�)を加えると� インタ�ネットを利用したニュ�ス取得
は全体の 65�を越えた �表 1�� ただし� これらの数値には注意が必要で
ある� テレビによるニュ�ス取得件数は� 最も多い人で 5日間に 8件で
あったが� インタ�ネットを利用したニュ�ス取得件数は分散が大きく�
一人で 35件のニュ�ス取得をしたケ�スもあったからである� テレビの
ニュ�ス報道番組の多くは 1時間以上の枠で� 長時間視聴し続けても件
数は増えないが� インタ�ネット上のニュ�スは� たとえば複数の新聞社
系ニュ�スサイトを次�に閲覧すれば� 短時間で多くの件数がカウントさ
れることになる� そこで� 少なくとも一回はその情報源からニュ�ス取得
した人数を検討した� その結果� 調査期間中に一回でもテレビからニュ�
ス取得したのは 14名だったのに対し� インタ�ネット (PC)は 17名� イ
ンタ�ネット �モバイル� は 9名となった�
以上のように� テレビはニュ�ス情報源として今なお多数派が利用する
メディアだが� 若年層においてはインタ�ネットが最も利用されるニュ�
ス情報源となっている可能性が示唆された� また� 20名中 6名はテレビ
からはまったくニュ�スを取得していなかったことも注目すべきである�
これら 6名のテレビ視聴時間をみると� 1名を除いたすべてが最も視聴時
間が短い 	1時間未満
 と回答した� このことから� ニュ�ス報道番組に
限らず� 普段からほとんどテレビを視聴しない人が一定数いることが分か

表 1. 情報源別ニュ�ス取得件数

テレビ新聞 雑誌 ラジオインタ�ネット(PC)
インタ�ネット
�モバイル� 家族 友人 その他� 合計

56 8 0 3 113 31 2 5 2 220 �件�
25.45 3.64 0.00 1.36 51.36 14.09 0.91 2.27 0.91 100.00 ���

�2件とも 	トレインチャンネル
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る� テレビをニュ�ス情報源としない人たちが主に利用しているのは� 例
外なくインタ�ネット (PC)であり� 6名中 2名はニュ�ス情報源として
モバイル機器によるインタ�ネットも合わせて利用していた� テレビから
のニュ�ス取得がなかった 6名中 5名は一人暮らしで� 家族が視聴して
いるテレビニュ�スに偶発的に接触することがなかったことも大きく影響
していると推測される� テレビからのニュ�ス取得に関しては� �ついて
いるものを観る� �小さい頃から 8チャン �フジテレビ� だったので �い
つもフジテレビの� �とくダネ	� �知りたがり	� を観る� お姉ちゃんが
いるときは 4チャン �日本テレビの �スッキリ		� を観ている���
�朝� 親が観ているので �自分も観る�� など� 家族の影響による視聴行動
の報告が目立ったからである�
一方で� 調査期間中テレビでのみニュ�スに接触していた人も 2名い
た� 彼らは �政治
社会情勢� �ビジネス
経済� �事件
事故� などにお
いてテレビを �普段もっともよく利用しているメディア� と回答してい
る�
テレビ以外のマス
メディアについて検討すると� 雑誌からのニュ�ス
取得件数は 0件� ラジオからは 3件であった� そして� 紙メディアの新
聞によってニュ�スに接触していたのは 20名中わずか 3名に過ぎなかっ
た� 新聞閲読度によって普段のニュ�ス消費行動を検討すると� �毎日読
む� は 20名中 2名� �週に 3�4日読む� も 20名中 2名で� 20名中 16

名は �ほとんど読まない� という回答であった� 後述するように� イン
タ�ネット上では多くがYOMIURI ONLINEや asahi.comなどの �新
聞� に接しているが� 紙メディアの新聞を読む生活習慣は少数にしか見ら
れなかった�
そして� 今回の調査で家族や友人
知人から対面状況でニュ�スを取得
したのは合わせて 5名 7件であった� このことから� 普段の生活の中で
パ�ソナル情報源から対面状況でニュ�スを得ることは多くないことが確
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認された� 取得したニュ�スの具体的な内容は表 2の通りである� これ
をみると� パ�ソナル情報源によって伝えられたニュ�スは� (1)調査当
時社会的に関心が高かった東日本大震災関連のニュ�ス� (2)俳優や歌手
の安否に関する芸能ニュ�ス� そして (3)被調査者の関心が高い特定分野
のニュ�ス �本ケ�スでは IT関連ニュ�ス� であった�
さらに� これらパ�ソナル情報源からのニュ�ス情報取得後のニュ�ス
消費を追いかけてみると� (2)の芸能ニュ�ス 2件ではその数時間後にイ
ンタ�ネット (PC)でそれぞれ同一内容のニュ�スに接触していた� しか
し� それは検索をしてさらなる情報取得をしたのではなく� よく利用する
ポ�タルサイト系ニュ�ス �Bは Yahoo!ニュ�ス� Dは gooニュ�ス�
を閲覧時に� ��ヘッドラインの� 一番上にたまたま出ていたので� クリッ
クして読んだ� という性質のものであった� これらの結果から� 対面的な
パ�ソナル	コミュニケ�ションによって �強制的に� 伝えられたニュ�
ス情報は� オンライン上での検索など積極的な情報収集行動まではいかな
くても� オンラインニュ�スで並ぶ多数のヘッドラインの中から当該
ニュ�スに選択的注意を向けさせ� クリック率を上げる働きをすることが
あると考えられる�
そして� インタ�ネットを唯一のニュ�ス情報源とする人は 4名い

表 2. パ�ソナル情報源からのニュ�ス取得

被調査者 日時 場所 ニュ�ス情報源 内容

A 4/22/14 : 07 アルバイト先 友人	知人 福島原発避難範囲拡大
A 4/22/16 : 20 アルバイト先 友人	知人 ディズニ�シ�再開
B 4/26/19 : 20 自宅 家族 俳優の田中実さん自殺
C 4/22/11 : 05 大学 友人	知人 中国で鉱物資源開発ブ�ム

採鉱業投資が盛んに
C 4/25/11 : 30 大学 友人	知人 日本の原発事情
D 4/22/21 : 30 自宅 家族 �キャンディ�ズ� 田中好子さんが

死去
E 4/25/17 : 00 アルバイト先 友人	知人 iPad2の国内発売 28日
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た�注5�� 彼らは今回の調査期間に限らず� 普段からテレビニュ�ス�報道
番組は �ほとんど観ない	� 新聞は �ほとんど読まない	 と回答している�
インタ�ネットニュ�スにのみ接触する彼らを識別する手がかりは� 今回
の調査では特に得られなかった� 4/5にあたる他の 16名はテレビをはじ
めとする何らかの情報源からもニュ�ス情報を取得しており� インタ�
ネットを通じたニュ�ス消費は主流となりながらも� インタ�ネット普及
以前のテレビに取って代わったわけではないようである�

2. インタ�ネットを利用したニュ�ス消費
ひとくちにインタ�ネットからのニュ�ス消費と言っても� その実態は
じつに多様である� ニュ�ス日記から見えるインタ�ネットを利用した
ニュ�ス取得行動は� 以下のようないくつかの代表的な経路 �の組み合わ
せ� であった�

(1) ポ�タルサイト �Yahoo!ニュ�ス� gooニュ�スなど� から
(2) 新聞社�通信社系ニュ�スサイト �YOMIURI OLINE,asahi.

comや Reuters.co.jpなど� から直接
(3) 情報系サイト �GIGAZINE, Engadget, ITProなど� から直

接
(4) RSSフィ�ドの配信から
(5) mixiニュ�スから
(6) 匿名掲示板のまとめサイト �まとめたニュ�ス� 痛いニュ�ス

等� 2ちゃんねるのニュ�ス系スレッドを抜粋したサイトなど�
から

(7) Twitterや Facebookでニュ�スサイトなどの公式アカウント
�@asahi,@nhk�newsなど� をフォロ�

(8) Twitterや Facebookでフォロ�している相手から
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これらの経路からのニュ�ス取得行動にはそれぞれ以下のような特徴が
みられた� (1)ポ�タルサイトからのニュ�ス取得を主な経路としている
人は� PCを通じて一日に何度か決まったサイトを閲覧している� しか
も� 予想に反して� 自宅または大学院の研究室で朝と夜にニュ�ス取得し
ており� そのパタンは毎日決まったニュ�ス報道番組を家や研究室のテレ
ビで視聴するかのようであった�

(2) 新聞社�通信社系のニュ�スサイト� (3)情報系サイトを日常的に
利用している人は� ほとんど (4) RSS配信を利用して最新ニュ�スに接触
していた� その結果� ニュ�ス取得件数は自然と多くなるが� 記事内容ま
ですべて読んでいるわけではなく� 一部を除いてタイトル �と記事の一
部� だけが読まれている� 今回の調査では� RSS配信されたもの以外で
(2)新聞社�通信社系のニュ�スサイトや (3)情報系サイトの利用が報告
されたのは� 他の情報源で知ったニュ�スを検索して閲覧したケ�スと�
ポ�タルサイトやmixiニュ�スからのリンクを通じて閲覧したもので
あった�

(5) mixiニュ�スは予想以上に利用されていた� 特に女性の利用が多
く� 一日に何度も閲覧されているのが特徴である� mixiではニュ�ス閲
覧だけでなく� ニュ�スに関する日記を読んだり書き込んだりすることが
できる� このことがニュ�スの理解や人�の態度形成にどのような影響を
およぼすか注目する必要があるだろう�

(6) 匿名掲示板のまとめサイトは特定の人に定期的に閲覧されていた�
ニュ�ス内容は芸能ニュ�スと事件�事故であった� ニュ�スに対する意
見の書き込み� それも匿名性が高いコメントをニュ�ス情報と同時に読む
ため� mixiニュ�ス以上にニュ�ス理解や態度形成への影響に注目する
必要がある� また� 今回の日記調査期間中には記録がなかったが� ある被
調査者 �男性� 22歳� 一人暮らし� は 	�2ちゃんねるのまとめサイト
は� 政治家が話したことが全部出ているので見る� テレビだとダメなとこ
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ろだけピックアップしたりするから� と利用動機について回答している�
同様の利用動機が他にも複数みられたことから� 既存メディアでは接触で
きない情報を求めてインタ�ネット情報源に接触していることがうかがえ
る�

(7) Twitterや Facebookでニュ�スサイトなどの公式アカウントを
フォロ�している人は 2名� (8) Twitterや Facebookでフォロ�してい
る相手の書き込みからニュ�ス取得したと 1回以上報告した人は 4名で
あった� 前者は RSS配信と同様� 最新ニュ�スにいち早く接触する可能
性が高いが� 関心が低いものについては注意が向けられないようである�
フォロ�している相手の書き込みからニュ�ス取得したケ�スは後に詳述
する�
以下� 一人ひとりのニュ�ス消費に注目し� これらの経路に注目したと
きに特徴的なものについて検討を加える�

F �男性� 22歳� 自宅�F �男性� 22歳� 自宅�
調査期間中� テレビ� 新聞� インタ�ネット (PC),インタ�ネット �モ
バイル�� トレインチャンネルと多様な情報源からニュ�ス情報を得てい
て� 調査期間中のニュ�ス取得件数も多い�注6� �表 3�� PC,モバイル問わ
ず� mixiニュ�ス 1件を除いては� インタ�ネット経由のニュ�ス取得
は RSS配信によるものであった� 23日 �土� 午後には �恐竜� に関する
諸ニュ�スを 30分以上かけて閲覧している一方で� それ以外の話題の記
事内容は閲覧されていない� 25日 �月� と 26日 �火� にも PCの RSS

リ�ダ�で時事ニュ�スや IT系ニュ�スを取得しているが� これらは
RSSリ�ダ�で表示されるタイトルの閲覧に止まっていた� RSS配信す
るサイトは新聞	通信社系 �日本経済新聞Web刊� asahi.com, AFP BB

News�� テレビ局系 (TBS News-i),そして IT系 (Engadget Japan, IT

pro)のサイトで� �中日新聞� や �愛媛新聞� など地方紙も含まれてい
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表 3. Fのニュ�ス消費
��� RSSリ�ダ� 日時については� 被調査者が記録したものについてはそのまま表示した

日時 場所 媒体 番組�サイト名
内容 �ネットニュ�ス� �は内容まで閲
覧� それ以外は HLのみ�

4/22/06 : 30 自宅 テレビ ZIP	 �日テレ� 元キャンディ�ズの田中好子さん死去�
死因は乳ガン

4/22/07 : 10 電車 トレインチャン
ネル

原発の周囲 20km圏内� 原則立ち入り禁
止に

4/22/08 : 00 電車 新聞 日本経済新聞 日豪� 資源エネ協力拡など

4/23/12 : 00 自宅 テレビ NHK BSニュ�ス 東日本� 北日本まとまった雨の見込み
4/23/12 : 33 自宅 インタ�ネット

(PC)
mixiニュ�ス ミッキ�
ミニ�� 避難所でダンスなど

4/23/14 : 00 自宅 インタ�ネット
(PC)

中日新聞web�� フクイサウルスと別種�勝山で化石� �恐
竜王国
 裏付ける�

4/23/14 : 20 asahi.com�� 冬眠から覚め雄たけび道の駅 �九頭竜

に恐竜親�

4/23/14 : 25 愛媛新聞 ONLINE�� 恐竜展�
4/23/14 : 28 AFP BB News�� 恐竜の虫歯� 最古を更新 人間と共通の永

久歯�
4/23/14 : 30 毎日 jp�� 児童が手がけた恐竜ロボットなど 58点展

示�岐阜市科学館�
4/24/13 : 10 自宅 新聞 日本経済新聞 液晶パネル生産なお不安など
4/24/22 : 50 アルバ

イト先
インタ�ネット
(モバイル ) 日本経済新聞Web刊��

松坂が 8回無失点で 2勝目イチロ�は 3
安打など

Engadget Japan�� iPhone4 をワイヤレス充電する Qiパッド
�スリ�ブなど

TBS News-i�� ディズニ�ランド� 夜間営業を再開
4/24/23 : 10 自宅 テレビ neo sports �テレ東� 今シ�ズン 2勝目へ松坂圧巻のピッチン

グなど
4/25/06 : 40 自宅 テレビ ZIP! �日テレ� 田中好子の通夜 芸能人ファン 2,400人

4/25/07 : 10 電車 トレインチャンネル 原発周囲 20km圏内の家畜を殺処分

4/25/08 : 10 電車 新聞 日本経済新聞 パソコン 3割節電など

4/25/23 : 30 自宅 インタ�ネット
(PC)

asahi.com�� たこやき食べて学べるで道頓堀にコナも
んミュ�ジアムなど

ITproニュ�ス�� 富士通がらピ�クシフトなど節電機能を
強化した企業向けパソコン

Engadget Japan�� レノボからAndroid採用の ThinkPadタ
ブレット� ペン対応で夏登場�など

4/26/15 : 30 大学 インタ�ネット
(PC)

Engadget japan�� 魔法の杖リモコン KYMERA

Newsi�� TBS 堀江元社長の実刑確定へなど
ITPro�� デジタル教科書教材協議会が提言書など
日本経済新聞Web刊�� 米MITメディアラボ所長にデジタルガ

レ�ジ
伊藤氏など
4/26/22 : 40 自宅 テレビ 報道ステ�ションテレ朝 ライブドア元社長 堀江被告の実刑判決へ
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る� 他のケ�スでも� インタ�ネット上で多くのニュ�ス�情報サイトか
らの情報に日常的に接している場合は� RSS配信を利用していることが
多かった� 興味深いのは� 紙メディアで �日本経済新聞� を読んでいて
も� 同日にモバイル �スマ�トフォン	 で �日本経済新聞Web刊� を閲
覧していることである� これは� 24日深夜に RSS配信された最新ニュ�
ス �松坂が 8回無失点で 2勝目 イチロ�は 3安打� などのニュ�スを
外出先で閲覧したからである� 新聞社�テレビ局が経営的な戦略からイン
タ�ネットメディアへ進出し� サイトの利用者を増やすためのさまざまな
施策なされている� 今後� ニュ�ス取得において同一新聞社�テレビ局の
紙面�番組とインタ�ネット上のサイトを両方利用していることは増えて
いくのか� それともインタ�ネットのみにシフトしていくのか� メディア
産業のあり方のみならず� ニュ�ス普及の観点からも重要な視点となるだ
ろう�
そして� 電車での移動中はトレインチャンネルと新聞からニュ�ス情報
を取得している� また� アルバイト先でもモバイル機器 �本ケ�スではス
マ�トフォン	 利用によってニュ�ス情報へ接触していた� トレインチャ
ンネルやモバイル機器による RSS配信を利用していることは� 移動中や
外出先でも常に最新ニュ�スを取得できることを意味しており� ニュ�ス
普及パタンに大きな影響を及ぼす可能性が示された�

G �女性� 22歳� 自宅	G �女性� 22歳� 自宅	
5日間のニュ�ス取得は� 2件を除いてインタ�ネットを経由したもの
であった �表 4	� インタ�ネット (PC)経由ではポ�タルサイト �goo

ニュ�ス� Yahoo!ニュ�ス	 が利用され� 家族から聞いた �田中好子さ
ん死去� に関するニュ�スほかを読んでいる� 利用回数が多いのは� 自宅
および移動中にインタ�ネット �モバイル	 �本ケ�スでは携帯電話	 か
ら利用されている SNS (mixi, Twitter)である� モバイル機器 �携帯電話
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�スマ�トフォン� でmixiニュ�スを読むのは女性に特徴的なニュ�ス
取得行動であった� Twitterの NHKニュ�ス公式アカウント (@nhk�

news)からは� 社会� 政治� 国際といったハ�ドニュ�スが閲覧されてい
る一方で� mixiニュ�スからは芸能� ゲ�ムなどのソフトニュ�ス中心
に閲覧されていた� 前者では主に �ニュ�スタイトルを� 読むのに対し�
後者の多くは �ニュ�スタイトルから� リンク先のニュ�スサイトで記事

表 4. Gのニュ�ス消費

日時 場所 媒体 番組 /サイト名 内容 (ネットニュ�ス	 �は内容まで閲覧

それ以外は HLのみ

4/22/20 : 06 電車内 インタ�ネット
�モバイル�

mixiニュ�ス エマ�ワトソン� 大学休学の理由はいじ
めだった


4/22/21 : 30 自宅 家族 母 アイドルグル�プ �キャンディ�ズ� で
活躍していた田中好子さんが死去

4/22/23 : 00 自宅 インタ�ネット
(PC) gooニュ�ス

�キャンディ�ズ� 田中好子さん� 乳がん
で死去�

4/23/13 : 13 自宅 インタ�ネット
(PC)

Yahoo!ニュ�ス 被災地� あすにかけ大雨�土砂災害に警
戒呼び掛け - 気象庁�

4/23/13 : 21 自宅 インタ�ネット
(PC)

Yahoo!ニュ�ス キャンディ�ズ幻の再結成計画� 7年前に
あった�田中好子さん急死�

4/23/13 : 33 自宅 インタ�ネット
�モバイル�

twitter/@nhk�news 死者不明者 2万 6455人になど

4/23/13 : 40 自宅 インタ�ネット
�モバイル�

mixiニュ�ス 公務員給与カット� 来月交渉�6�削減案
浮上�政府�与党�

4/23/23 : 17 自宅 テレビ 情報 7days TBS 4月 24日の天気予報
4/24/20 : 44 電車内 インタ�ネット

�モバイル�
twitter/@nhk�news 原発停止求め 4500人デモなど

4/25/17 : 03 電車内 インタ�ネット
�モバイル�

mixiニュ�ス �東日本大震災� �顔が水より冷たく��
被災児童が日記�

4/25/17 : 10 電車内 インタ�ネット
�モバイル�

mixiニュ�ス Wii後継機� 2012年に発売が正式発表�
E3でプレイアブルに�

4/25/17 : 13 電車内 インタ�ネット
�モバイル�

mixiニュ�ス ボ�カリスト�越智志帆によるソロプロ
ジェクト� Superflyの新曲 �Ah��

4/25/17 : 20 電車内 インタ�ネット
�モバイル�

mixiニュ�ス ラルク� 20周年記念公演チケット 9万枚
が瞬時に完売�

4/26/09 : 22 電車内 インタ�ネット
�モバイル�

twitter/@nhk�news ナイジェリア 死者 500人超�

4/26/13 : 29 学バス インタ�ネット
�モバイル�

twitter/@nhk�news 堀江貴文元社長の実刑確定へ�

4/26/21 : 16 自宅 インタ�ネット
(PC)

Yahoo! 検索画面上部 4月 26日 21時 12分ごろ地震がありまし
た 観測地域 :茨城県南部 震度 4
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内容まで読んだことが報告されている� ハ�ドニュ�スの閲覧について
は� �タイトルを見るだけ� という回答が多かった� �タイトルを読めば大
体の内容がわかるから �記事内容は読まない�� という言及もあった�
ニュ�スタイトルだけを読むニュ�ス消費傾向によって� テレビや新聞の
利用が減少する中� 詳細な内容や解説記事に接する機会がなくなり� 政治
的知識レベルに深刻な影響をおよぼすことが危惧される�

H �男性� 22歳� 一人暮らし�H �男性� 22歳� 一人暮らし�
調査期間中のニュ�ス取得�注7�はすべてインタ�ネット (PC)からなさ
れていた �表 5�� しかも� それらのニュ�スはすべて pixiv �イラスト
投稿	閲覧のための SNS� やmixi, Twitterといった SNS経由である�
このケ�スの特徴は� 同じ SNS経由でも前ケ�スとは異なり� いわば
オンライン上の口コミ行動によってニュ�スが伝えられていることであ
る� たとえば� �
クロノ	トリガ�� がついに PS3と PSPに配信決定
か� というニュ�スは� Gigazineの Twitter公式アカウントである

表 5. Hのニュ�ス消費

日時 場所 媒体 番組 /サイト名 内容 (ネットニュ�ス� �は内容まで閲覧�
それ以外は HLのみ�

4/22/11 : 55 自宅 インタ�ネット
(PC)

Pixiv 映画 �けいおん
� 上映劇場が明らかに
全国 136館で 12/3ロ�ドショ�

4/24/17 : 55 自宅 インタ�ネット
(PC)

mixiニュ�ス サイババ氏が死去�インドの宗教指導者�

内田篤人選手が DF部門でアジア 1位に
最新かストロ�ルランキングで�

4/24/18 : 34 自宅 インタ�ネット
(PC)

Twitter �クロノ	トリガ�� がついに PS 3と
PSPに配信決定か�

4/24/18 : 45 自宅 インタ�ネット
(PC)

Twitter 人は放射能になぜ弱いか� 近藤宗平�

4/26/23 : 36 自宅 インタ�ネット
(PC) mixiニュ�ス

民宿に乗り上げた船の �行方� は��

津波に強かった �一階は吹き通し� 再使
用できるケ�ス多く�

4/27/22 : 44 自宅 インタ�ネット
(PC)

Twitter ipad2, 28日発売�日本国内�アップル�
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@gigazine発の最新ニュ�スを大学の後輩が RT,当該ペ�ジを URLの張
られているポストによって閲覧することで取得していた� また� �ipad2,

28日発売� というニュ�スは� Twitterの TL上でこのニュ�スに関す
る会話が多数流れ� �話題になっている� と感じて Yahoo!で検索し�
ニュ�ス記事を閲覧したことが報告されている� このようにインタ�ネッ
ト上でのニュ�スに関する口コミは� しくみとしてニュ�ス情報の確認行
動が容易であるという特徴がある� 対面的な状況で友人や知人からニュ�
スの第一報を聞いた場合� 従来は帰宅してテレビをつけ� ニュ�ス報道番
組を待つ� といった行動が一般的であった� しかし� 今では Twitterな
どによって当該ニュ�スを報道しているサイトのURLが短時間で拡散し
たり� 自分がフォロ�している人たちが話題にしているニュ�ス情報を検
索することによって� 記事内容をニュ�ス発生から短時間で閲覧すること
ができる� こうした追加の情報取得行動は� 今回の調査でも複数のケ�ス
で報告されている�

mixiニュ�ス (PC)経由のニュ�ス取得は数日に 1回程度あるようで�
調査期間中は 2回記録されている� このケ�スではニュ�ス取得場所は
すべて自宅であり� Gのmixiニュ�ス �モバイル� 経由のケ�スがほと
んど移動中に閲覧されているのと対照的であった� しかし� 閲覧している
ニュ�ス内容やクリックして記事を読む行動に大きな差はみられず� どち
らも複数のニュ�スタイトルの中から自分の関心のあるニュ�スだけをク
リックし� ニュ�ス記事の詳細について閲覧していた� 本ケ�スで閲覧さ
れているニュ�ス内容をみると� エンタ�テイメントやスポ�ツに関する
ニュ�スと東日本大震災にかかわるニュ�ス� そして IT系ニュ�スに限
られており� 政治や経済などに関わるニュ�スには一切触れていなかっ
た� また� ニュ�ス取得行動自体が少なく� ニュ�ス取得件数も少なかっ
た�

若年層のニュ�ス消費に関する研究

�196�



3. ニュ�ス情報の内容の偏り
インタ�ネットによるニュ�ス情報の取得は� 自分たちの関心のない情
報や意見を異にする情報は排除し� 偏った情報にのみ接触するようになる
のだろうか� 今回のニュ�ス日記で記入のあった具体的なニュ�ス内容を
ニュ�ス分野別に集計した�注8�� その結果� 確実に接触している人が最も
少なかった分野はビジネス�経済ニュ�スで� 20名中 4名に止まってい
た� また� 海外�国際ニュ�スは 5名� 政治ニュ�スは 7名であった�
一方� 確実に接触している人が最も多かった分野は社会ニュ�スで� 20

名中 18名はニュ�ス取得していた� 具体的なニュ�ス内容は� ほとんど
が地震や原発関連のニュ�スであった� これはニュ�ス日記の調査時期が
4月下旬であり� 3月 11日の東日本大震災発生から日が浅かったことが
大きく影響していると考えられる� メディアのニュ�ス送り行動も活発で
あり� 同時に人�の関心も特別高かったのではないだろうか� 以上のこと
から� 全体的な傾向として� 政治� 経済といった 	ハ�ドニュ�ス
 の取
得は少なく� 社会的な関心の高まりから 	震災関連ニュ�ス
 の取得は活
発だったことが読み取れる�
次に� 特定の分野のニュ�スにのみ接触している可能性が高いケ�スを
検討した� 記録したニュ�ス分野の数が最も少なかったのは� スポ�ツ
ニュ�スだけを記録した 2名であった� しかし� 彼らはニュ�ス取得件
数自体が非常に少なく� 今回の調査結果から特定分野のニュ�スに選択的
に接触しているとまでは言えなかった� 次に� 2分野でのみニュ�ス取得
が記録された 3名に注目してみると� 1名は社会 �原発�地震関連ニュ�
ス� とスポ�ツ� 他の 2名は同じく社会 �原発�地震関連ニュ�ス� と
芸能ニュ�スであった� 記録されなかった分野のニュ�スに接触していな
いとは言い切れないが� 少なくともニュ�ス取得件数は一定以上あるた
め� 自分の関心が高い震災関連のニュ�スと 	ソフトニュ�ス
 を中心に
閲覧していると考えられる�
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4. ニュ�ス情報取得の動機 �面接調査の結果から�
ニュ�ス日記に記録したニュ�ス取得行動についての面接調査におい
て� 普段のニュ�ス情報取得の動機に関わる言及が多くみられた� それら
はいくつかに類型化することができる�

(1) 社会で起きている重要なニュ�スは知っておきたい
��新聞は� 一面トップと� 右下の重要ニュ�スは読むようにしてい
る�
�でかいニュ�スだけ入ってくればいい� それだけ分かっていれば
いいかな�
��トレインチャンネルは� ニュ�スだと見る� ここは見ようかな�
と� 少ない時間に三つ� 四つしか流れないので� ちゃんと �重要な
ニュ�スを� 選んで流しているのかな� と思うから�

こうした回答からは� �重要な� ニュ�スを逃さずに知っておく必要が
ある� と考えていることがわかる� そのために RSS配信を利用している
と述べているケ�スも多い� ただし� 配信されるサイトは必ずしも自らの
閲覧経験などから選択するわけではないようだ� ニュ�スサイト閲覧者数
のランキングやフィ�ドするニュ�スサイトの人気セットを利用している
ケ�スが複数報告された�
普段は政治や経済のニュ�スはあまり読まないし興味もないが� 社会的
に重要なニュ�スであると認知した場合は調べて読む� という発言もあっ
た�

�政治� 経済は	あまり興味ない� それよりは目先の興味� でも�
�菅内閣の� 内閣不信任案提出のニュ�スは Twitterでみて調べ
た� �なぜか� の問いに� おおごとだから� 日本としてたいへんな
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ことだから� 知っておかないといけない��

(2) 話題づくり�話題についていくため
予想以上に多かったのが� 身近な友だち� 仲間内での話題づくりや� 話
題についていくためのニュ�スチェックやニュ�ス検索であった� 念頭に
ある友だちや仲間� 場合によっては �カラオケに行くときには� といった
状況に応じて取得されるニュ�スの分野はさまざまで� 芸能� IT分野の
ニュ�ス取得行動に関する回答の中で言及されることが多かった� しか
し� 以下の回答にみられるように� それ以外の分野でも �琴線に触れる�
と判断されるニュ�スであれば� 分野はそれほど特定されないのかもしれ
ない�

�昨日から今日にかけてのニュ�スをつかんでおこうと思って�
ニュ�スになっている� ってことは注目されている �ということ	�
どっかで話題になる可能性があるので� 友だちとのあいだで�
��Twitterの	 タイムラインで話題になっていることについては調
べる� googleか Yahoo! そのとき開いていたもので�
��Twitterと Facebookで流れるニュ�スは	 平日� 大学では PC,

それ以外は iphoneで� 電車では必ず見る� 車でも見る� みんな�
何に関心があるんだろう� と思って�
�友だちとの話題ネタ �作りのために	� たとえばア�ティスト系
�ニュ�スについて	� カラオケに行く前に調べてみる� mixi

ニュ�スや Twitterで検索します��
��野球の	 メジャ� �リ�グ	 のニュ�スは父親との共通話題なの
で� スポ�ツニュ�スは見る�
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(3) 暇つぶし
テレビとは異なり� インタ�ネット上のニュ�スは自分の都合のよい時
に取得することが可能である� 暇つぶしや� 大学の課題をする合間に気分
転換に� ホ�ムペ�ジに設定しているポ�タルサイトで目についたので読
む� メ�ルを使うついでに読む� といった説明が多く聞かれた� また� ス
マ�トフォンの普及で� 電車内で暇つぶしに読むケ�スも多かった�

�電車で暇なときはmixi.友だちの近況をチェックして� 特に何も
なければmixiニュ�スを読む�
�わざわざテレビニュ�スを特定の時間に観たりしない� ニュ�ス
の時間にヒマなことはあまりない� それくらいなら� 見たいとき�
ヒマなときにニュ�スサイト見るので十分��
�外出したとき� 暇なときに� モバイルの iチャンネルでニュ�ス
タイトルだけ� 電車の中とか� 学バスで�

(4) 関心がある� 興味があるから
今回の調査では� 原発事故や地震といった震災関連のニュ�スが最も多
くの人に繰り返し取得されていた� 人�の関心の高さがさまざまなニュ�
ス消費を喚起したようである�

�気になるので �タイトルだけでなく記事まで	 読んだ�
�大震災のとき� フォロ�しているア�ティストの薦めで Twitter

で @nhk�newsをみるようになった� 速報性があるので� 地震に
備えて見始めた��
�テ�マが放射能だったので� 読んだ�

インタ�ネット �PC
モバイル	 からのニュ�ス取得では� 震災関連
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のニュ�ス以外でも� 自分の興味がある分野のニュ�スに重点をおいた
ニュ�ス消費がみられた�

�Facebookの機能 �を使って� 自分のウォ�ルに流れるように
�した�� 興味があるものは流れてほしいので� 半年くらいかかって
構築しました� 便利だなあと思った� 色�なサイトをまわるのは面
倒くさいし�	
�Facebookでうすく繋がる人� 10人くらい� その人たちが何を
チェックしているか分かるので使う� ア�ト系の話題とか� 技術系
では
アップルの新製品とか�	

インタ�ネットによるニュ�ス取得が一般的なものになると� さまざま
なサ�ビスの機能を利用して関心の高い分野のニュ�ス情報のみ伝達され
るように� 情報源を �カスタマイズ	 する人が増えるようになると予想さ
れる� こうした傾向は人�のニュ�ス情報への選択的接触傾向を強め�
ニュ�ス情報の普及に影響をおよぼすことになるだろう�

4. ま と め

本研究は少人数を対象とした探索的研究であり� 日記式調査による
ニュ�ス取得行動測定の難しさからも� 得られた結果を直ちに一般化する
ことはできないが� ニュ�ス消費に関するいくつかの重要な検討課題を導
きだすことに貢献した�
分析の結果� 人�の情報源接触パタン (RQ1)について以下のことが示
された� すなわち� 20代前半の若年層のニュ�ス情報源として� イン
タ�ネットが最も主要な位置を占めていた� テレビは今なお多数派が利用
する重要なニュ�ス情報源ではあったが� まったく利用しない人が一定数
おり� ニュ�ス情報源としての相対的な重要性は低下していると考えられ
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る� このことから� ニュ�ス普及の第一次情報源として� テレビが従来と
同様の働きをするのか否かについて実証的な検討が急務である�
また� Twitterや Facebook, mixiといった SNSは� 予想以上に
ニュ�ス情報源として機能していた� 第一に新聞社や通信社� テレビ局な
どの既存メディアが発信するニュ�ス情報を配信する経路として� そして
第二にニュ�ス情報に関するオンライン上の口コミとしてである� 前者�
後者ともに� 自宅だけでなく� 外出先や移動中の電車等の中でも接触可能
であるだけでなく� その速報性� 情報の拡散能力という点で� これまでと
全く異なるニュ�ス情報の普及パタンを生む可能性が示唆された� 今後�
若年層だけでなく� より高い年齢層にも Twitterや Facebookなどの普
及が進むのか� またニュ�ス情報源として若年層と同じように利用される
のか� などについて注視していく必要があるだろう
そして� 人�が取得するニュ�ス分野については� 以下のような偏りが
みられた� 全体としてビジネス�経済� 海外�国際� 政治分野のニュ�ス
取得数は少なく� 社会分野のニュ�スや芸能�エンタ�テイメント分野の
ニュ�ス取得数は多いという傾向があった� 社会分野のニュ�ス取得が特
に多かったのは� 東日本大震災の影響が大きいからだと考えられる� 原発
や地震に対する関心が高まり� マスメディアの送り行動も活発であったた
め� こうした傾向が得られたのではないかと考えられる� 今回の調査で
は� 特定の分野に特化してニュ�ス取得していた人はニュ�ス取得数自体
が非常に少なく� 人�は特定の分野に関するニュ�ス情報にのみ選択的に
接触しているのか (RQ2)という問いに明確に答えることはできなかった�
今後� さらなる検討が必要である�
日記形式でニュ�ス取得行動を記録するという調査方法を採用したこと
は� 実際の一人ひとりのニュ�ス消費について検討することを可能にし
た� その中で� パ�ソナル情報源からのニュ�ス取得後� インタ�ネット
上で当該ニュ�スの詳細記事を閲覧したり� インタ�ネット上でニュ�ス
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タイトルを閲覧した後でテレビニュ�スを視聴するなど� 追加のニュ�ス
情報取得行動が確認された�
そして� 一口にニュ�ス取得行動といってもその内容は実に多様であ
り� 一人ひとりのニュ�ス消費は大きく異なることが明らかになった� 既
存マス�メディアに加えて� インタ�ネット利用のニュ�ス取得だけでも
(1)ポ�タルサイト� (2)新聞社�通信社系ニュ�スサイト� (3)情報系サ
イト� (4) RSS配信� (5) mixiニュ�ス� (6)匿名掲示板のまとめサイト
(7) Twitterや Facebookでニュ�スサイトなどの公式アカウントをフォ
ロ�� (8) Twitterや Facebookでフォロ�している相手から� という 8

つの経路が見出された� 調査対象や調査期間を増やせば� もっと増える可
能性が高い� 一人ひとりがこのような多様な情報源を組み合わせて日�の
ニュ�ス取得をしているわけであるが� 実際はこれらすべてが毎日利用さ
れるわけではなく� 数個の情報源の組み合わせパタンが繰り返されてい
た�
さらに� 面接調査の結果からニュ�ス情報取得の動機はいくつかに類型
化されることが見いだされた� すなわち� (1)社会で起きている重要な
ニュ�スは知っておきたいという動機� (2)話題作りのため� あるいは話
題についていくためという動機� (3)暇つぶしのためという動機� そして
(4)関心があるから� 興味があるから� という動機である� これらの
ニュ�ス情報の取得動機は� ニュ�ス取得行動に大きな影響をおよぼすこ
とが示唆された� また� インタ�ネットによるニュ�ス情報の検索や
RSS配信などを利用してニュ�ス情報収集を �カスタマイズ� できるよ
うになったことは� 友だちとの話題作りのためにニュ�スを取得するとい
う動機�行動パタンをより顕在化させたと考えられる� 今後� この動機に
よるニュ�ス消費がどのようなウエイトを占めてゆくのか� 注目していく
必要がある�
本研究では� ニュ�ス取得に的を絞って検討したが� 今後� ニュ�ス情
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報の伝達や共有� ニュ�ス情報へのコメント書き込みなどについても検討
が必要である� Twitterなどソ�シャルメディアによって当該ニュ�スを
報道しているサイトのURLが短時間で拡散したり� 自分がフォロ�して
いる人たちが話題にしているニュ�ス情報を検索することによって記事内
容をニュ�ス発生から短時間で閲覧する行動は� 本研究でも複数のケ�ス
で報告されている� また� �あなたは Twitterで何かニュ�スを知ったこ
とがありますか� という問いに 20名中 16名が �はい� と回答している
ことや� �あなたは Twitterで何かニュ�スについてつぶやいたことがあ
りますか� という問いに対しても� 20名中 12名が �はい� と答えてい
ることは注目に値する� インタ�ネット上の書き込みは心理的抵抗が大き
いなどの理由でほとんどの人は ROM (Read Only Member)であると繰
り返し指摘されてきたが� Twitterというコミュニケ�ション�ツ�ルは
その心理的抵抗感を著しく下げ� オンライン上の発話行動を日常的なもの
にした� そうした中� オンライン上の口コミによってニュ�ス情報の普及
も以前とは異なる性質をもってきている可能性が高く� 今後検討していく
必要がある� 青池 (1981)は� ニュ�ス�バリュ�が高い場合は第一にマ
ス�メディアの送り行動の変化を通じて� 続くプロセスではニュ�スを
知った人の送り行動の活発化によってニュ�スが急速に多くの人に普及す
ると述べている� そして� パ�ソナル情報源のもつ力の源は� マス�メ
ディアとは異なり� �人�の情報源接触パタンや生活行動パタンを変化さ
せ� 自分が送り出しているメッセ�ジに対する受け手を造り出す能力を潜
在的に持っている� (p. 98)ことにあると指摘した� オンライン上のパ�
ソナル情報源は� 寝ている人を起こしてニュ�スを伝える能力には劣る
が� 一方で一度に物理的に離れた多数の人に伝えることには優れている�
たとえば� 多くの人のニュ�スに関する会話がリアルタイムで次�と表示
されることは� ニュ�ス情報普及における �受け手を作り出す� こととは
異なる大きな力となりうるのか� 今後実証的な分析が不可欠である�
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注

�注 1� たとえば Twitterにおける朝日新聞の公式アカウント (@asahi)や NHK

の公式アカウント (@nhk�news)など
�注 2� テレビ�番組名� 新聞�新聞名� ラジオ�番組名� 雑誌�雑誌名� イン

タ�ネット (PC)�サイト名� インタ�ネット �モバイル� �サイト名�
家族�続柄� 友人�知人�具体的な関係� 記録の煩雑性を軽減するため�
テレビ視聴の場合はテレビ画面を携帯電話のカメラ等で撮影し� その画像
ファイルを提出する方法を補助的に行った� よって� 番組名等のデ�タ
は� 一部調査者が画像ファイルと当日の放映番組デ�タを照らし合わせて
補足したものを含んでいる� また� 番組名等について情報が不足していた
り� 正確ではなかった場合� 著者が確認できたものについてはデ�タを追
加� 変更したものがある� ニュ�ス日記� 面接調査� そして質問紙調査の
デ�タを結合するため� すべての調査は記名式で行った� この情報はデ�
タのマッチングのためだけに利用し� 分析には用いない旨を明記し� 承諾
を得た場合にのみ調査に協力してもらった�

�注 3� ニュ�ス日記調査実施期間のニュ�ス消費についての面接は� 当該者の
ニュ�ス日記デ�タを提示して実施した�

�注 4� たとえばポ�タルサイトでニュ�スを閲覧する場合� さまざまなサイトに
リンクが張られ� ニュ�ス記事を読むために複数のサイトに接続しながら
読み進めることがある� そこで� たとえば一つのポ�タルサイト内で
ニュ�ス記事�ヘッドラインを読んだケ�スは 	1
� 一つのポ�タルサイ
トを起点として他のサイトに接続してニュ�ス取得したことが明らかな場
合は� 接続したサイトの数をカウントした� また� 時間が接近していて
も� 異なるサイトを起点としたニュ�ス取得は複数にカウントした�

�注 5� 4名のうち 2名はインタ�ネット (PC)からのみ� 他の 4名はイン�ネッ
ト (PC)とインタ�ネット �モバイル� の両方からニュ�スを取得してい
た�

�注 6� RSSフィ�ドの表示形式はサイトにリンクさせるためのタイトルだけ�
タイトルと記事の一部� または記事全体を表示するものなどさまざまであ
るが� 本研究では� 一回の RSSリ�ダ�閲覧によるニュ�ス取得は� そ
の情報源が複数のサイトにまたがっていてもニュ�ス取得件数は 	1
 と
した� ただし� 表中では本人の記録があればサイトごとにニュ�ス取得情
報を記載した�
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�注 7� 4月 23日� 25日は �PCを開かなかったので� ニュ�ス情報には接触し
なかったと報告されている�

�注 8� インタ�ネット上で目にしたすべてのニュ�スタイトルが記録されたと考
えることには無理があるため� 記録されたニュ�ス内容のカウントには注
意が必要である� ただし� 記録されたニュ�ス内容は少なくとも注意が払
われ� 少なくともニュ�スタイトルが読まれたものだと考える事はできる
だろう� すなわち� ニュ�ス日記で記録されなかったニュ�スに接触して
いる可能性はあるが� 記録されたニュ�スに接触していない可能性は排除
できるため� 記録がないニュ�ス分野に注目して集計をおこなった�
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